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　令和元年度第1回特別展において、「なるほど！なっとく！お札の文字のひみつ」

として、お札における文字の役割について紹介しました（図1）。夏休み期間の開

催もあって、連日多くの方にご来館いただくことができました。

　お札は、その公共性の高さから利便性・識別性・信頼性が求められますが、

言語や数字に代表される「文字」は、情報の伝達が簡単であるという特性から、

お札にとって利便性・識別性・信頼性の向上に欠かせない要素となっています。

　そのことを示すべく、お札に書かれている文字の役割を「お札を使いやすくす

る」と「お札を信頼できるものにする」に分類して紹介をしました。展示では、現在発行されている日本のお札と世界の国々の

お札との比較が中心でしたが、ここでは、これまで発行された日本のお札に注目し、特別展と同様に「お札を使いやすくする」

と「お札を信頼できるものにする」役割を持つ文字について比較しその相違点について考えてみたいと思います。

お札の文字の役割その１　お札を使いやすくする
　お札を使いやすくする役割を担う文字の中で、額面（金額）は代表

的なものといえるでしょう。

　世界には、公用語が複数あることからお札の額面を複数言語で

表記している国、あるいは、独自の数字で表記している国があります

が、日本では大きく分けて漢数字、アラビア数字（算用数字）、そして、

英語で書いてあるものが見られます（図２、図３）。

　漢数字の表記は、江戸時代の藩札の頃からお札の額面を表すも

のとして使用されており、明治期に全国で統一したお札を使用するこ

とになっても変わらず使用されています。その表記の仕方は縦書きの

ものもあれば、右横書きのものもあります。その理由についてはおそら

くデザイン性を加味したものと思われます。現在発行されているお札

は左横書きですが、昭和２４（１９４９）年、内閣官房長官より通達され

た「公用文作成の基準について（依命通達）」の中で、横書き表記に

関しては一定の猶予期間を定めて「なるべく広い範囲にわたって左
図2（上）　日本銀行兌換券 甲100円（表）
図3（下）　日本銀行兌換券 甲100円（裏）
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図４　明治通宝 金10円

図５　額面部分の拡大

図６　国立銀行紙幣（旧券） 2円（裏）

図７　日本銀行兌換券 甲5円　

図８　日本銀行兌換銀券 改造1円（裏）

図９　日本銀行券 A５円（裏）

横書きとする」と定められたことから、昭和２５年以降発行

されたお札には左横書きが採用されています。

　アラビア数字は、それ自体幕末から明治にかけて日本に

入ってきたといわれています。明治４（１８７１）年発行の明

治通宝（図４、図５）や明治６年発行の国立銀行紙幣（旧

券）（図６）にはアラビア数字の表記がありますが、これらは

外国で製造されたものです。明治１０年発行のお札以降、

お札を日本で製造するようになってからは、明治１５年発行

の改造紙幣を除いてアラビア数字が使用されています。図

２、図３に見るように、表面は漢数字、裏面にはアラビア数

字で表記をしているものが多くみられます。

　また、輪郭模様の四隅に漢数字の篆書体やアラビア数

字で額面を表記しているお札も多くあります（図７）。その形

式は改造紙幣（明治14～16年発行）の時点ですでに始

まっています。発行されたお札がすべてこの形式というわ

けではありませんが、多くのお札に採用され、昭和３３年発

行の日本銀行券Ｃ１００００円まで続いています。現在発行

されているお札よりも装飾が多く、デザインに溶け込むよう

な形で額面が書かれているのが特徴的です。この輪郭模

様でお札の重厚さを表しているとともに、模様の隅に数字

を入れることで額面の把握が容易となり、使用する人が使

いやすいようにしたデザインであるといえるでしょう。

　額面を英語ですべて書き表しているものは、明治１８年

発行の日本銀行兌換銀券旧１０円（TEN YEN）と明治２２

年発行の日本銀行兌換銀券改造1円（ONE YEN）（図８）

などで、他は１００YENのように額面はアラビア数字、単位

は英語表記でYENと、混合表記しているお札がほとんど

です。その後戦時中のお札ではYENの表記もなくなり、英

語が見られなくなる時期がありますが、昭和２１年発行の日

本銀行券Ａ５円（図９）で再登場し、現在のお札にも書き表

されています。

　最近発行されているお札の文字は、周りに装飾が少な

いことや、漢数字についても書体が「大蔵隷書」に統一さ

れたことなどからも、額面がはっきり読み取れることが意識

されたように変わってきたといえるでしょう。

てん しょ

れい しょ

だ かん



図１１　日本銀行兌換券 い５円

図１０　国立銀行紙幣（旧券） 2円

お札の文字の役割その２　お札を信頼できるものにする
　発行元や銘版（製造元）などの文字は、通貨として

のお札の信頼性を高めています。なかでも文言は、お

札の信頼を高める大きな役割を果たしてきた文字といえ

るでしょう。歴代のお札と現在のお札を見比べると、文

言は他の文字と比べて大きく変化してきています。

　文言が日本のお札に本格的に入れられるようになっ

たのは、明治６（１８７３）年発行の国立銀行紙幣（旧券）

（図１０）からです。アメリカで製造されたこのお札には、当時のアメリカの国法銀行券に入っている文言をそのまま日本語に翻

訳して取り入れられました。お札を金属のお金と交換できることを表した支払文言や法律を根拠に発行されたお札であること

を示した根拠文言、お札の偽造に関する罰則を表した罰則文言などが書かれています。

　日本でお札を製造するようになると、明治１８年発行の日本銀行兌換銀券旧１０円以降、明治３３年発行の日本銀行兌換

券甲１００円までは罰則文言、根拠文言、支払文言とその英文文言の４つが書かれていました。これは当時の世界的な傾向

で、まだお札に対する信頼が必ずしも確立できていなかったからであるといわれています。また甲シリーズでは、兌換制度が

銀から金へと変更されたことに伴い、支払文言と英文文言の表記が改められました。日本円が国際的に認識されるよう、ス

ペースを大きくとり、大きな英文文字で表記するデザインとなっていることも特徴です。

　明治４３年発行の日本銀行兌換券乙５円券以降は、根拠文言と罰則文言の表記が取りやめられ、支払文言と英文文言

のみとなりました。昭和初期に発行されたお札からは、英文文言

がなくなりました。そして、管理通貨制度への移行に伴い、昭和

１７（１９４２）年発行の日本銀行券い５円（図１１）を最後に支払文

言もなくなりました。

　その後、文言については、あえてお札の上に文字で書き表す

ことはなくなり、現在発行されているお札にはどの文言も見られな

くなりました。それは、お札の上に書き表さなくてもお札に対する信

頼が確立できた結果といえるでしょう。

日本のお札における文字の役割
　「お札を使いやすくする」、「お札を信頼できるものにする」ことに寄与してきたお札の文字の役割は、近年広がりを見せて

います。現在発行されているお札でみれば、文字として表すだけでなく、触って額面が分かるよう識別マークが取り入れられ

るなど目の不自由な人に対してもお札を使いやすくする工夫がされています。２０２４年発行予定の新銀行券のデザインイメー

ジにおいても、ユニバーサルデザインに配慮し、額面数字の大型化によって券種間の識別性を向上することをあげています。

　現在お札そのものが信頼されるようになり、文言の表記はなくなりましたが、その一方でマイクロ文字のような、偽造防止技

術によって真物であることを示し、信頼性を高めている文字が入れられるようになりました。マイクロ文字は平成５（１９９３）年

の１２月１日以降に発行されたお札から登場し、現行のお札にも採用され、お札の文字の役割はその様相を変えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学芸員 山田 あさぎ）
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図1　特集展会場風景

図2　現在のお札のすかしの基礎
日本銀行兌換銀券 改造1円（部分）

明治22（1889）年

図3　現在のお札のすかし

　令和元年10月1日（火）から11月4日（月・祝）まで、秋の特集展「改元と歴代天皇

～印刷局の逸品から～」を開催しました。

　国立印刷局（以下、「印刷局」）は、明治4（1871）年の創設以来、お札や切手、官報、

諸証券類の製造に携わっており、これらの重要製品に欠かせない高度な製紙・印刷

技術の研究開発、実用化を続けています。印刷局の製品の中には、歴代の改元や

天皇の即位等の皇室行事に関係の深い官報や記念切手があります。また、宮内庁

からの受注品のほか、印刷局の独自技術を駆使した献納品や天皇の肖像画等の試作品もあります。

　本展では、令和改元を記念し、「改元」「天皇」をテーマに、印刷局150年の歴史の中で製作してきた特別な「逸品」を選り

すぐってご紹介しました。

　ここでは、印刷局の伝統技術・すき入れを駆使した製品と、皇室とのご縁についてご紹介します。

　まもなく創立150年を迎える印刷局には、創業当初から受け継いできた重要な技術があ

ります。その一つが、偽造防止効果が高く、独特の風格をもつすかし（すき入れ）技術です。

印刷局では、創業当初から特に製紙事業に注力し、越前和紙の伝統技法を礎に独自の

技法を編み出して、丈夫な紙質で精巧なすき入れを施した無二のお札用紙を開発、改良

してきました（図2）。

　お札に使われるのは「白黒すかし」という技法で、紙をすく際に厚さを変化させ、薄い部

分（白すかし）と厚い部分（黒すかし）を組み合わせて精巧な肖像を表現しています（図3）。

お札のすかしは、明治20年以降、印刷局外での製造が禁止されており、140年にわたっ

て受け継がれる門外不出の技法となっています。

　このすかしの技術練磨と研究のために、印刷局で明治9年ごろから製造するようになっ

たのが、美術的なすき入れ紙です。独特の風合いで花鳥や山水、肖像などを精巧に表現

した「紙の芸術品」は、国内外の博覧会で高い評価を得ました。

　明治9年、同12年には、明治天皇が印刷局の製紙工場（現在の王子工場）に行幸して

います。こうしたご縁から、明治天皇は製紙事業に関心を寄せるとともに、特にすき入れ

紙を愛好し、宮中の障子や欄間に貼って鑑賞したこと、時には新作の催促もあったことが

伝わっています。

すき入れ紙がつなぐ皇室とのご縁
令和元年度秋の特集展 「改元と歴代天皇～印刷局の逸品から～」 より 展覧会

追　録

1 宮中に献納した「紙の芸術品」



図4　すき入れ紙「松に孔雀」 図5　同「松上鶴」

図6　同「瓢箪」

図7　同「藤花」

図9　お札のすき入れをご覧になる昭和天皇・皇后

図8　壁紙「飛色地牡丹櫻模様」

2 香淳皇后と印刷局

　当初製作していたすき入れ紙は、障子の格子ほどの小型サイズでしたが、次第に大型化し、最大のものでは

900mm×1820mmに及ぶものもあったということです。明治天皇の在世中はすき入れ紙を献納し続け、印刷局ではこれを「献

納紙」と呼びました。

　昭和の初期までに、印刷局が製作したすき入れ紙は数百点に上りましたが、昭和20（1945）年4月の戦災によって、ほとん

どが焼失してしまいました。これらは一般向けに販売しなかったため、現物を確認するには宮中に献納したものに頼るほかあ

りません。そこで、昭和31年になって、宮内庁にその所在を照会することとなりました。

　結果として、宮中に保管されていた献納紙は無事であったことが確認できました。幸運なことに、日本画がご趣味の皇后（香

淳皇后）の進言もあって、戦災前に不燃倉庫へ移されたことから、難を逃れたとのことでした。そして、これら献納紙の中から、

皇后ご自身がお選びになったものが印刷局に下賜されることとなりました。

　下賜品は、主に明治・大正期に製作されたと考えられるすき入れ紙と、印刷局が明治10年代の一時期のみ製造した壁紙

等で構成されています。これらは、当時の印刷局が展開した製紙事業と、草創期のすき入れ技術の水準やデザイン等を証

明する現物資料であり、重要な事業記録となっています（図4～図8）。

　こうしたやり取りの後、昭和42年には、昭和天皇・皇后が印刷局の

製紙工場（現在の岡山工場）へ行幸啓し、お札用紙の製造工程や、

特にすき入れ技術を興味深くご覧になったとのことで、当日の様子が

残っています（図9）。本行幸啓を記念し、種々の製品とともに再びすき

入れ紙も献納しました。

ひょうたん



図12　同「後庭（西洋芙蓉）」 図13　同「葉山の磯にて（たこ）」 図14　同「仔兎」

図11　すき入れ紙「海の彼方（富士山）」

　香淳皇后は、日本画家の高取稚成、川合玉堂、前田青邨から指

導を受け、お印の桃にちなむ「桃苑」の雅号で、皇居、那須や葉山の

御用邸などで目にした動植物を題材に数々の作品を残しています。昭

和42年には『桃苑画集』、同44年には『錦芳集』と、画集を出版するほ

どの腕前で、指導した前田青邨は、その画風を「堂 と々していること、

たっぷりとしていること、こせこせしていないこと、そのものの姿を描こう

として四つに組んでいらっしゃること、いつでもこういうことを感じる。」と

評しています。作品に押印される雅印も特徴的で（図10）、横山大観

や、後に昭和天皇の御印も刻印した篆刻家の中村蘭台が、皇居の吹

上御苑の古木などを用いて篆刻したものということです。作品のうち、

昭和41年に描かれた「海の彼方」は、昭和46年発行の天皇皇后両陛

下御訪欧記念切手にも採用されています（図10）。

　前述の通り、皇后のご配慮により貴重な資料を再び手にすることが

できた印刷局では、その御心に応えたいと考え、『錦芳集』の作品を

元にすき入れ紙を製作し、皇后に献納することを決めました。画集に

は55点が収められていましたが、その中から25点を厳選し、昭和50年、

仕上げの風合いにもこだわった手すき紙を完成させ、これを10セット献

納しました（図11～図14）。

　印刷局は、150年の歴史の中で、折にふれ当代の天皇や皇族の行幸啓を仰いでおり、これに応えるべく、印刷局ならでは

の技術の粋を集めた製品を献納してきました。また宮内庁からの依頼を受けて、天皇にまつわる歴史的な製品の製作も担っ

てきました。こうした歴史があるのも、印刷局が長年にわたって信頼に足る独自の技術を究め、これを保持し続けてきたからこ

そといえます。その一例が、明治天皇への献納を契機に、香淳皇后まで長きにわたってつながった「すき入れ紙のご縁」なの

です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　（学芸員 土井 侑理子）

3 『錦芳集』
きん ぽう しゅう

ぎょくどう せいそん

とう えん

わか なり

らんたいてんこく

図10　「海の彼方」と雅印（拡大）
天皇皇后両陛下御訪欧記念切手

昭和46（1971）年
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休 館 日:
開館時間: 9:30 -17:00

月曜日（祝日の場合は翌平日）

　明治時代初期、日本のお札や切手は、お雇い外国人として
来日したキヨッソーネの尽力により近代化を遂げました。図案・原
版彫刻・製版といった技術を伝え、日本のお札製造の主導者で
あったキヨッソーネが印刷局を去った後、日本の技術者たちは自
らの力でお札をつくる道を歩み始めます。
　アメリカで技術を研鑽した大山助一が伝えた技法を弟子の森
本茂雄らが受け継ぎ、欧米の技術や様式を吸収しながら、印刷
局は自らの技術を向上させ、昭和5（1930）年に乙百円が誕生し
ました。
　当時最新の技術と日本独自の図柄を用いた乙百円は、初め
て聖徳太子の肖像が採用されたお札としても知られますが、そ
の肖像は日本人が初めてデザインしたものです。
　本展では、お雇い外国人から学んだ技術を日本の技術者た
ちが自ら成熟させ、生粋のお札を生み出すまでの軌跡を同時代
の海外のお札や関連資料と併せて紹介します。

大山助一が肖像を彫刻したお札
日本銀行兌換券 甲１００円 明治３３（1900）年

展覧会予告
COMING SOON！ 令和元年度 第2回特別展

乙百円 誕生の軌跡 日本人が初めて肖像をデザインしたお札

日本人が初めて肖像をデザインしたお札
日本銀行兌換券 乙１００円 昭和５（1930）年

おおやま すけいち もり

もとしげお

けんさん


